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第3回

漢字Talk 7.5（PowerTalk）

●■■■■■■■■■■■■■■■■■●漢字Talk7.5（PowerTalk）の機能

System7からファイル共有機能が標準

でサポートされ、ユーザーは特別なソフ

トウェアなしに直接お互いに通信できる

ようになりました。漢字Talk7.5からは、

ネットワークの機能が大幅に強化され、

電子メールなどのグループワークを支援

するいくつかの機能が加わりました。

「PowerTalk」と呼ばれるこの新しい

機能は、Apple社が考えるAOCE（Apple

Open Collaboration Environment）

と呼ばれる技術に基づく製品で、基本的

にはネットワークをより有効に、しかも

簡単に使うことができるようにするもの

です。

PowerTalkの実際の機能としては、

・アップルメール

・カタログ

・電子署名

・鍵束

があります。漢字Talk7.5ではほかにもい

ろいろな機能が追加されていますが、こ

こではPowerTalkについてのみ解説しま

す。

PowerTalkのインストール
■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■

まずMacintoshにPowerTalkがインス

トールされているかどうかを確認します。

PowerTalkがインストール済みであれば

デスクトップ上に図1のようなアイコンが

見えているはずです。もしこれらのアイコ

ンが見えていなければまずPowerTalkを

インストールする必要がありますので、漢

前回は、ネットワークのハードウェア

とファイル共有機能の使い方について

説明しました。今回は漢字Talk7.5

（PowerTalk）の機能について紹介

し、応用例としてB.U.G .社製の

「PerMan Gate/Inet」を取り上げて

みます。

Macユ
ーザー

のため
の

ネット
ワーク

構築講
座
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字Talk7.5のシステムディスクからインス

トールしてください。

Macintoshの再起動後、デスクトップ

の「特別」メニューから「鍵束を使う」

を選択し、メッセージに従ってパスワー

ドを入力するとPowerTalkの各種機能が

使えるようになります。

カタログで
ネットワーク上の情報を管理

■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■

カタログは、いわばネットワークの住

所録のようなもので、ネットワーク上の

ファイル共有サーバーや電子メールの利

用者をあたかも文書ファイルのようにま

とめて見ることができるようにするもので

す。カタログには、「グローバルカタログ」

と「個人用カタログ」の２つがあります。

デスクトップ上のグローバルカタログを

ダブルクリックで開いてみましょう。パス

ワードを入力すると、カタログウィンド

ウが開きます（図2）。

その中の「AppleTalk」アイコンを開

くとゾーンのリストがフォルダのイメージ

で表示され、どれかのゾーンを選んでさ

らにダブルクリックすると、そのゾーンの

中のファイル共有サーバーや電子メール

利用者のリストが表示されます。

カタログのウィンドウからメールのアイ

コンをアップルメール（次の項を参照の

こと）にドラッグ＆ドロップしてメールの

宛先を指定したり、ファイル共有のアイ

コンを開いてサーバーをマウントすること

ができます。このように、ネットワーク

上の資源が普通のフォルダやファイルと

同じように見える（管理できる）という

のがカタログの機能の1つです。

個人用カタログは、アップルメニュー

内の「郵便とカタログ」フォルダ内にあ

り、利用者やグループなどの登録

を行うことができます。利用者の

情報は、個人のプロフィールやネ

ットワークアドレスなどをまとめた

名刺として一括して保存しておく

ことができます。

個人用カタログに自分の名刺（図3）

を作ってみましょう。個人用カタログウ

ィンドウ（図4）を開き、「カタログ」メ

ニューから「新規利用者」を選択すると、

ウィンドウ内に「名称未設定の利用者」

が作られます。名前を自分の名前に変更

し、さらにダブルクリックで開くと情報

入力のためのウィンドウが開きます。名

刺・個人情報・電話番号・ネットワーク

番地などのポップアップメニューがありま

すので、必要な情報を入力してください。

他の人の情報を登録するには、自分で新

規に作成する以外に、グローバルカタロ

グから個人用カタログにドラッグ＆ドロ

ップで追加することもできます。ここに

追加したネットワーク番地の宛先情報は

アップルメールの宛先指定にも使えます

ので、頻繁にアクセスする相手先の情報

は個人用カタログに登録しておくとよい

でしょう。

図2 グローバルカタログを開いたところ

図1 グローバルカタログのアイコン（左）と郵便箱
のアイコン（右）

図3 「名刺」を作ってみましょう

図4 個人用カタログウィンドウの例
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アップルメール：多機能な電子メール
■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■

アップルメールは、PowerTalkに標準

で付属している電子メールのアプリケー

ションです。これを使えば、PowerTalk

をインストールしているMacintosh間で

電子メールの送受信が誰でも簡単にでき

るようになります。

アップルメールは特別なメールサーバ

ーなどを用意する必要がなく、Macin-

toshが2台以上あればメールの送受信が

可能です。では、早速電子メールを送っ

てみましょう。

アップルメニュー内の「郵便とカタロ

グ」フォルダから「アップルメール」を

選択してアップルメールを起動すると、

ウィンドウが開きます（図5）。

まず最初にメールの宛先（受取人）を

指定します。「受取人」ボタンをクリッ

クするとダイアログが開くので、カタログ

を使って宛先を選択します。宛先をネッ

トワーク上から検索して選択したり、個

人用カタログに登録した相手先から直接

選ぶこともできます。選んだ宛先をダブ

ルクリックするか、そのまま受取人欄に

ドラッグして宛先を指定します。

次に下のメッセージ欄にメールの文書

を入力します。メッセージ欄には普通の

文字情報以外に、PICT画像やQuick

Timeムービー、サウンドも含めることが

できます。自分の声を録音して音声メー

ルを送ることもできますが、オフィス内で

はあまりやらないほうがいいかもしれませ

んね。

さらに「同封」ボタンをクリックして

ファイルを選択すれば、メールにファイ

ルを同封することもできます。アップル

メールには最初からメールの形式として

いくつか「便せん」が用意されています。

「ファイル」メニューの「便せん」で便せ

んを選べるので、適当なものを使ってく

ださい。「メール」メニューから「送る...」

を選択すると指定の宛先へメールが送信

されます。

受信側では、メールを受信するとダイ

アログの表示やメニューバーの郵便アイ

コンの点滅でメールの受信が通知され、

デスクトップ上の郵便箱にメールが保存

されます。郵便箱のアイコンを開くと受

け箱のウィンドウの中に受信したメール

が入っているので、それを開いて受信し

たメールを読みます（図6）。さらに、差

出人へ返事を送りたいときは「メール」

メニューの「返事」を選ぶと新しいメー

ルウィンドウが開き、差出人へメールを

送り返すことができます。

郵便箱には送信済みのメールも保存さ

れています。郵便箱のアイコンを開いた

ときに「郵便箱」メニューから「送り箱」

を選択すると、その一覧を見ることがで

きます。さらに同メニューの「初期設定」

を選択すると、メール受信時の表示方法

や送信済みメールの保存期間の設定など

を変更することができます。

「送り箱」の大切な機能として、宛先

が見つからない場合も考慮されているこ

とがあります。メールが送信されたとき

に宛先のMacintoshが起動していなかっ

たりする場合は、メールが失われてしま

わないように「送り箱」に送信メールが

「送信待ち」の状態で保存され、宛先の

Macintoshがあるかどうかを定期的に調

べることによって、宛先が見つかったと

きにメールを送るような仕組みになって

います。これらの処理はすべて自動的に

バックグランドで行われますので、ユーザ

ーからはアプリケーションでメールを送信

し終わった時点でメールが送られたよう

図5 アップルメールウィンドウ

図6 郵便箱に受信メールが入っている
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に見えます。

さらに進んだ使い方としては、Power-

Shareサーバーと呼ばれる特別なサーバ

ーを用意する方法もあります。Power-

Shareサーバーはメールの送信側と受信

側の間に入り、メールの中継を行います。

24時間稼働しているサーバー上に各個人

用の郵便箱が登録されますので、送信側

のメールは必ずサーバーに届き、サーバ

ーのほうで受信側への配送を担当すると

いうことになります。

電子署名で情報を守る
■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■

受け取ったメールの内容が非常に重要

な場合、メールを送った人が本当に本人

なのかどうかを確認する必要があります。

このようなことを電子的に実現している

のが「電子署名（DigiSign）」です。こ

れは普段日常的に使っている印鑑と同じ

ような意味を持っています。印鑑を利用

する場合に印鑑証明が必要なように、電

子署名を利用する場合も印鑑証明に相当

する手続きが必要です。PowerTalkには

証明発行の申請書を作成するためのツー

ルも用意されています。PowerTalkフォ

ルダから「DigiSignユーティリティ」を

起動し、必要な情報を入力すると、署名

プログラム承認申請書と未承認の署名プ

ログラムの2つのファイルを作成すること

ができます。あとはこれらを認証サービ

スを行っている機関に送れば「世界で唯

一」のDigiSignを取得できます。国内

では㈱フィクスが米国RSA社と提携を

結んで印鑑証明の発行に相当する業務を

行っています（問い合わせ先：TEL. 011-

231-7068）。

DigiSignを利用するとファイルに署名

することができ、そのファイルが署名後

に変更されていないことを確認できるよ

うになります。たとえば契約書など、重

要なファイルをやり取りするような場合

には重要な役割を果たします。

署名の方法はとても簡単で、署名対象

のファイルを自分の署名プログラムにド

ラッグ＆ドロップするだけです。ファイン

ダーでそのファイルの「情報を見る」と、

DigiSignのアイコンが表示されて電子署

名がなされていることが確認できます。

この電子署名のアイコンをクリックする

と検証が行われ、署名後に何らかの変更

が加えられていないかどうか確かめること

ができます。もし変更が加えられている

場合は警告のダイアログが表示されます。

メールを送信するときに署名を行えば、

受信側で送信者が本人かどうかの確認が

できるというわけです。

このように、データが変更されていな

いかを検証したり、メールの差出人が確

かに本人であることを確認できるのが

DigiSignの目的ですが、署名を行うとき

に入力するパスワードを本人しか知らな

いということが前提になっていますので、

パスワードの管理には十分注意しなけれ

ばなりません。パスワードを盗まれるとい

うことは実印を盗まれるのと同じことと

いえるのです。

鍵束でパスワードを一括管理する
■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■

「鍵束」は、各種ネットワークサービ

スやPowerTalk対応の通信アプリケーシ

ョンなどのいろいろなパスワードを一括管

理する仕組みです。ファイル共有を行う

サーバーが増えてくると、それぞれに別々

のパスワードを覚えておくことが結構大

変で、滅多にアクセスしないサーバーな

どはパスワードを忘れてしまってアクセス

できなくなることもあるかもしれません。

PowerTalkでは、これらのパスワード

を「鍵束」としてまとめて保管しておき、

1つのパスワードで、すべてのパスワード

を参照できるようにしています。鍵束に

パスワードを登録しておけば、あとは1つ

のパスワードだけでアクセスが可能で、い

ちいちパスワードを入力する手間が省け

て非常に便利です（鍵束を使うとますま

す忘れるとの指摘もあるかもしれません

が……）。

鍵束へ新たにパスワードを登録する方

法も簡単です。たとえば、ファイル共有サ

ーバーであれば通常のマウント操作の後

に「鍵束に追加しますか」のダイアログ

が開くので、そこでOKを選択するだけで

よいのです。登録以降はサーバーにパスワ

ードの設定があってもPower Talkが自動

的に照合を行うのでパスワードの入力な

しにマウントが可能になります。

最初にPowerTalkを使うときに入力す

るパスワードは、実はこの鍵束のパスワ

ードで、いわばマスターキーに相当する

大切なものです。ですから、パスワード

の付け方が安易すぎたと思った場合は、

鍵束を開いて「利用暗号名変更」ボタ

ンをクリックしてパスワードを変更してお

きましょう。

MacTCPにより
標準でTCP/IPをサポート

■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■

漢字Talk7.5の機能でPowerTalk以外

に忘れてならないのが、TCP/IPドライバ

「MacTCP」が標準で付属するようにな

ったことです。これでMacintoshは標準

でTCP/IPをサポートしたことになりま

す。「MacTCP」自体は早くから世の中

に存在していたので、これを使ったアプ

リケーションは、すでにたくさんありま

す。一方、Windowsの世界では、まだ

標準にはなっていません（Windows95、

Windows NTから標準）ので、Macin-

toshのほうが一歩リードしているといえ

るかもしれません。
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●■■■■■■■■■■■■■■■■■●PowerTalkの応用例

PowerTalkの説明はこれくらいにして、

次に応用例を紹介します。初心者にはや

や専門的すぎる内容かもしれませんが、

PowerTalkを説明したついでの実例とし

ては、ちょうどよいと思います。実は、

以下の説明を参考にするとPowerTalkか

らインターネットの世界をのぞくことが可

能になるのです。

インターネットとUNIXメールシステム
■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■

インターネットでは電子メール（E-

mail）によるコミュニケーションが普及

しており、全世界規模でメールがやり取

りされています。共通の通信規約（プロ

トコル）としてTCP/IPが使われている

ことから、企業レベルのインターネット

のサイトではUNIXマシンによるネットワ

ークがベースになっていることがほとんど

です。TCP/IP上のメール送受信のため

のプロトコルとしてはSMTP（Simple

Mail Transfer Protocol）が使われており、

UNIXマシンでは「sendmail」というプ

ログラムがSMTPのサーバー機能を実現

しています。受信したメールはすべてフ

ァイルとして保存され（メールスプール）、

ユーザーはUNIXマシンにログインしてそ

れを読み出します。さらにネットワーク

内に複数のUNIXマシンがある場合、いち

いち受信メールを保存しているマシンに

ログインしてメールを読むのも面倒なの

で、UNIXマシンではユーザー名とパスワ

ードを照合することでメールをスプールし

ているマシン以外のマシンからでもメール

を読み出せる仕組み（POP:Post Office

Protocol）も用意されています。

PowerTalkとUNIXのE-mailを
つなぐ「PerMan Gate/Inet」

■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■

MacintoshはPowerTalkでメールを標

準でサポートしましたが、残念ながら

UNIXのE-mail（＝インターネットのE-

mail）とは互換性がないので、そのまま

ではお互いにメールをやり取りすることが

できません。メールの宛先がMacintosh

かUNIXかを意識して送信の度にメール

ソフトを切り換えるのは結構煩わしいも

のがあります。

ここでご紹介する「PerMan Gate/Inet」

は、PowerTalkとUNIXのE-mailを統合

するソフトウェアで、これを使うとUNIX

E-mailをMacintoshの郵便箱に受信した

り、アップルメールなどのPowerTalk対

応アプリケーションからUNIX E-mailを

送信することが可能になります。UNIX

E-mailとのやり取りを可能にしながら

PowerTalkの機能をそのまま享受できる

というわけです。

さらに「PerMan Gate/Inet」の大き

な特長は、送受信の双方が「PerMan

Gate/Inet」を利用していれば、インタ

ーネットを経由してPICT画像、Quick-

Timeムービー、サウンドなどを含むアッ

プルメールをそのまま送受信できるとい

うことです。インターネットや社内ネッ

トなどですでにUNIXのメールシステムが

運用されているネットワーク環境で使用

すると、UNIXのメールシステムを利用し

ながらPowerTalkのさまざまな機能が使

えるので大変便利です。

「PerMan Gate/Inet」のインストール

は非常に簡単で、「PerMan Gate/Inet」

を機能拡張フォルダにコピーするだけで

す（図7）。なお、「MacTCP」の設定に

ついては、すでに終わっていることを前

提としています（これについては次回に

詳しく説明します）。

Macintoshを再起動後、「郵便とカタ

ログ」フォルダ内にあるPowerTalkの鍵

図8 鍵束に追加するサービスの選択ダイアログ

図7 PerMan Gate/Inetのアイコン（左）と付属のソフトCon-
nectNow!!のアイコン（右）
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束に「追加」ボタンで「P e rM a n

Gate/Inet」のサービスを追加します（図

8、9）。次に、こうして追加された鍵束

の「インターネットメール」を開き、イ

ンターネットメール設定ダイアログで、イ

ンターネットのアカウント名やSMTPサ

ーバー、E-mailアドレス、パスワードな

どを設定します（図10）。接続間隔を指

定すれば、定期的にサーバーに自動的に

接続を行い、メールの着信をチェックし

ます。最後に「現在...」の設定で「イン

ターネット経由直接」をオンにすること

で「PerMan Gate/Inet」のサービスを利

用できるようになります（図11）。

指定サーバーへの接続は時間指定によ

る自動接続以外に、付属のアプリケーシ

ョン「ConnectNow!!」を使って手動で

随時サーバーに接続することもできます。

ダイアルアップIP接続サービスなどで不

定期に通信するケースではこれを使うと

よいでしょう。

「PerMan Get/Inet」で設定できるメ

ールの送信形態には「TEXT+BinHex」、

「TEXT+PowerTalkフォーマット」、

「PowerTalkフォーマット」があり、メー

ルの送信時にどれかを選びます。

「TEXT+BinHex」ではメールのテキスト

部分が送信され、イメージやムービーは

カットされます。同封ファイルがあれば

その内容はBinHex形式に変換されて送

信されます。「PowerTalkフォーマット」

では、すべての内容がPowerTalkフォー

マットで送信され、「TEXT+PowerTalk

フォーマット」では、テキスト部分と、

テキストをPowerTalkフォーマットに変

換した内容の両方が送信されます。

以上、漢字Talk7.5（PowerTalk）と

「PerMan Gate/Inet」について解説しま

した。次回はMacintoshとUNIXの通信

をテーマに解説します。

図9 インターネットメールが鍵束に追加された状態

図11「現在...」の設定もオンにしておく

図10 ダイアログで各種パラメータを設定

図12 ネットワーク番地にインターネットアドレスを登録できる

「PerMan Gate/Inet」販売問い合わせ先：

販売代行　㈱バイスPOWER STORE

（TEL：0120-804-100）
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